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信用取引とは？信用取引とは？
　　信用取引とは証券会社からお金を借りて株式を買ったり、株券を借りてそれ
を売ったりする取引のことです。｢買いたい株があるけど資金が足りない｣
　　──　そんな時でも信用取引なら買うことが可能です。

現物取引しかできなければ、ある銘柄を買いたいときにお金がなければ買えず、
またすでに株券を保有していなければ売ることもできません。これでは株式市
場に参加できる人が限られ、結果として、わずかな売買高でも株価が大きく動く
可能性も出てきます。

そこで導入されたのが信用取引制度です。この制度があれば手持ち資金や手
持ち株券を担保にすることで、担保の数倍の金額の株式を売買することができ
るため、売買高が増加し、市場における公正な価格形成が促進されると考えら
れます。

買う(買い方) 売る(売り方)
・買付資金を借りて株を買う

・金利がかかる

・株券を借りて株を売る

・貸株料がかかる

・品貸料(逆日歩)がかかる
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■　信用取引口座が必要
　　　口座開設基準の例(※当社の場合)
　　　　・75歳未満の成人　
　　　　・常時連絡がとれる

　　　　・十分な信用取引の知識
　　　　・十分な金融資産･証券知識
　　　　・株式投資経験

　　　　・既に口座開設をしている　
■　審査が必要
■　必要な書類
　　・信用取引口座設定約諾書
　　・信用取引に関する覚書　

信用取引を始めるには信用取引を始めるには

※信用取引口座は、総合口座を開設後、SBI証券のホームページからお申し込みいただけます。
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信用取引のメリット信用取引のメリット

・　投資についてはかなり知識と経験が身についてきた！

・　これらを駆使して大きなリターンを狙ってみたい！

→信用取引ではレバレッジ効果により大きなリターンを狙うことが可能です。

・　最近市場が低迷中。これでは投資の機会が減ってしまう。

→信用取引は売りから始めることができるという点が大きな特徴です。これ
により、市場の株価が上がっていても下がっていても投資の機会は見逃しま
せん。

・　効率的に資産運用がしたい！

→手元に100万円あるとします。現物取引では100万円の取引をするのに100
万円出資しなければなりませんが、信用取引なら33万円出資すれば同じ100
万円の銘柄が購入することができます。信用取引でより効率的に資産運用を
することができます！
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信用取引の特徴信用取引の特徴

　　資金効率がよい
　・　｢レバレッジ(てこの原理)効果｣が働きます。
　・　例えば委託保証金率が33％の場合、33万円の保証金で100万円　
　の売買が可能です。つまり手持ち資金の約3倍の売買をする
　ことができます。

信用取引の保証金に
充てた場合

現物取引の場合

証券口座に

33万円有り

最高で約100万円

までの取引

最高で33万円

までの取引

330円の株を3,000株買い

330円×3,000株=99万円
(手数料などは考慮していません)

330円の株を1,000株買い

330円×1,000株=33万円
(手数料などは考慮していません)

±100円×3,000株
=±30万円

±100円×1,000株
=±10万円

株価が100円変動すると
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信用取引の特徴信用取引の特徴
　｢売り｣からも取引できます。
・信用取引では｢買い｣からだけでなく、株券を持っていなくても、｢売り｣からも取
引を始められます。

株
価

時間

売り

買い

利

益

A

B

相場下降局面でも収益チャンスあり！相場下降局面でも収益チャンスあり！

Aで新規売り

Bで買い決済
●
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信用取引の種類信用取引の種類

　　・取引所が返済期限などの取引規定や取引対象銘柄を決めます。
東証1部上場銘柄の99％はその対象となっています。

・昭和26年に信用取引制度が始まったときから続いており、主流となっ
ています。

制度信用取引

・対象銘柄の中に｢貸借取引銘柄｣という指定を受けている銘柄
があり、信用売りができるのはこの銘柄だけです。

・返済期限は最長で6ヶ月です。
(6ヶ月後にあたる日が休日の場合は、その前の営業が期限となります。)

2月1日 8月1日

反対売買で決済

現引き・現渡し

約定日 期日例．

※期日の1日前までに

　※当社では期日当日
は寄り付きで決済されま
す。
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・証券会社と投資家が取引対象の銘柄や逆日歩(品貸料)、
　返済期限などを決めます。
※SBI証券の一般信用取引は、無期限(一般)信用取引といいます。返済期
限は原則無期限です。

信用取引の種類信用取引の種類

一般信用取引

・平成10年に導入されました。

・多くの場合、新規｢売り｣はできず｢買い｣のみです。

・取引対象銘柄は基本的に全上場銘柄です。
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信用取引の決済方法信用取引の決済方法

　　差金決済

･建て玉を決済する際に、現金の受け渡しをせずに反対売買の
差金のみで決済することです。

　　受渡決済

･ 現引き決済：新規買いを行っている場合の決済方法の一つで
す。買付代金相当額を証券会社に支払い、借りていた金銭を返
済し、買い建玉となっている株券を現物として引き取ることで決
済する方法です。

･現渡し決済：新規売りを行っている場合の決済方法の一つです。
売り建玉と同じ数量の現物株式を証券会社に引き渡すことで決
済する方法です。
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委託保証金について委託保証金について

・最低必要になる委託保証金額は取引額と委託保証金率で決
　定します。当社の委託保証金率は33％(最低30万円)です。

・取引する際の担保を委託保証金といいます。

・当社では、有価証券(現物株)も委託保証金として代用可能で
　す。株式の評価額は原則として、時価の80％です。

50 万円×33％=16.5万円(＜30万円)

　　　　　　30万円必要
50万円時価　500円

株数　1,000株　買い

200万円×33％＝66万円200万円時価　1,000円
株数　2,000株　売り

100 万円×33％=33万円100万円時価　100円
株数　10,000株　買い

必要委託保証金取引額取引内容　(信用)
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最低限必要な委託保証金(担保)が、評価損の拡大や代用有価証
券の値下がり等で不足し、最低保証金維持率を下回った場合に、
追加で差し入れなければならない委託保証金のことです。

　委託保証金率　33％　　最低保証金維持率 30％
※当社の場合(各証券会社によって異なります。)

※追証が発生した場合、必ず入金しなければならず、入金しないと建玉が強制
的に決済されます。

追証とは？追証とは？

委託保証金率(%)・最低保証金維持率(%)

＝(委託保証金現金合計＋代用有価証券合計[掛目を考慮した　
　現金換算]－建玉評価損－諸経費)÷建玉代金合計×100

＜計算式＞
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・含み損

　150万円－ 120万円＝30万円

・含み損を反映した委託保証金額
　【委託保証金－含み損】
　50万円－30万円＝20万円 (1)

・150万円の信用買いを維持するために必要な最低の委託保証金
　【取引額×最低保証金維持率※】
　150万円×30％＝45万円 (2)

・追証の額
　【(2)－(1)】
　45万円－20万円＝25万円

追証の例　　追証の例　　

※SBI証券の最低保証金維持率は30％なります。

(ケース1)

保証金50万円を現金で委託し、150万円の信用買いを行ったところ、株価が
120万円まで下落してしまった。
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この取引を続けるためには翌営業日までに25万円を現金で差し入れなければなりませ
ん。追証を差し入れて※１保証金維持率を30％に戻したものの、その翌日、さらに値下
がりし、115万円になると……。

※1　この時点で差し入れた委託保証金の総額は75万円(50万円＋25万円)です。

・新たな含み損
　120万円－115万円＝5万円

・新たな含み損を反映した委託保証金額
　※2　45万円－5万円＝40万円 (3)　※2　(20万円＋25万円)

・150万円の信用買いを維持するのに必要な最低の委託保証金
　150万円×30％＝45万円 (4)

・追証の額
　【(4)－(3)】
　45万円－40万円＝5万円

この取引を続行するにはさらに5万円を現金で差し入れなければなりません。前日分と合
わせると、追証の総額は※3　30万円になります。　※3　(25万円＋5万円)

追証の例　　追証の例　　(前ページ)ケース1の続き
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信用取引のコスト　　信用取引のコスト　　
＜買い方＞

・金利 買付代金に対する金利をお支払いいただく必要があります。

・名義書換料 買建玉について、権利付き最終売買日と権利落ち日をまたいで建てていた　
　　　　　　　　　　　　　場合、権利処理等手数料(名義書換料)として毎回1売買単位あたり52.5円　　
　　　　　　　　　　　　(税込)必要となります。

＜売り方＞

・貸株料 売建株の約定金額に対して、貸株料をいただきます。

・品貸料　　　　　　　　(逆日歩)貸借銘柄が証券金融会社において株不足になった場合、売建株　　
　　　　　　　　　　　　に品貸料がかかり、お支払いいただく必要があります。

＜買い方・売り方共通＞

・管理費 　　　　　　新規建約定日より1 ヶ月目毎の応当日を経過する都度、1株(又は1口)につき
　　　　　　　　　　　　　10銭(税込10.5銭)(取引所が定める売買単位が1株である銘柄については1　　
　　　　　　　　　　　　株につき100円(税込105円))の割合で必要となります。なお、管理費は最低　　
　　　　　　　　　　　　105(税込)、最高1,050円(税込)となります。

・取引手数料(後述)
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制度信用と無期限制度信用と無期限((一般一般))信用取引　信用取引　

買い方：権利を取った時

1売買単位あたり52.5円(税込)
名義書換料

1ヶ月ごとに105円～1,050円(税込)管理費

―1.15％信用取引貸し株料率

買い方金利:3.09％
売り方金利:　―

買い方金利：2.80％
売り方金利：0％

金利

上場株式の80％
(当社独自の判断により代用掛目が
変更される場合がございます)

代用掛目

両取引の建玉を合算して33％委託保証金率

両取引の建玉を合算して30万円最低委託保証金

買いのみ買い、売り新規売買

原則なし6ヶ月返済期限

ほぼ全ての銘柄制度信用銘柄取引銘柄

無期限(一般)信用取引制度信用取引

※SBI証券の場合。2008年6月末時点。
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1,000円(税込)～1,000万円

2,000円(税込)
ずつ増加

以降5,000万円
増加毎に

2,000円(税込)～5,000万円

600円(税込)～100万円

50万円超
400円(税込)

制度信用・
無期限(一般)

信用 300円(税込)～50万円200円(税込)～50万円

0円～10万円150円(税込)～20万円

手数料1日の
約定代金合計額

手数料1注文の約
定代金

アクティブプラン
(1日に何回取引しても、ある約定代金までは定

額です)

スタンダードプラン
(1注文の約定代金に対して手数料
をいただくプランです)

信用取引の手数料信用取引の手数料
※SBI証券のインターネット取引の場合。2008年6月末時点。

　※新規に口座開設されたお客様は、プランの変更をされるまでは｢スタンダードプラン｣となります。
　※｢国内株式現物取引｣、｢国内株式制度信用取引｣、｢国内株式無期限信用(一般信用)取引｣の｢約定代金合計額｣・｢手数料｣は各々
別口として計算いたします。
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取引体験　信用新規買取引体験　信用新規買 //　新規売　新規売
■　トップページから　取引　＞　国内株式＞　新規注文　/ 　取引所　を選択します。

｢株数｣、｢価格｣、

｢期間｣を入力

発注区分｢制度信用(6ヶ月)｣または

｢一般信用取引(無期限)｣を選択します。

・取引パスワードを入力後、

　｢注文確認画面へ｣ボタン

　をクリックしてください。

・注文確認画面を確認後、

｢発注する｣をクリックして発
注します。

信用新規売は注文入力(信用新規売)画面で

売却株数、価格、期間を入力し、｢注文確認画面へ｣。
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返済売注文返済売注文

信用建玉一覧より
返済売したい建玉
の｢返売｣をクリック
してください。

　　返済売したい建玉の｢注文
株数｣に株数を入力してくださ
い。また、すべての建玉を返
済する場合は、｢全部返済｣ボ
タンをクリックしてください。

※　トップページから　取引　＞　

　国内株式＞　信用返済・現引現渡

　を選択します。
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ご注文内容に誤りがない
かをご確認いただき、｢注
文発注｣ボタンをクリックし
てください。

｢株数｣を確認し、｢価格｣、
｢期間｣を入力してくださ
い。 取引パスワードを入
力して｢注文確認画面へ｣
ボタンをクリックしてくださ
い。

注文確認画面を確認後、｢注文発注｣を選択して完了

返済売注文返済売注文
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返済買したい建玉の｢注
文株数｣に株数を入力し
てください。

また、すべての建玉を返
済する場合は、｢全部返
済｣ボタンをクリックしてく
ださい。

返済買注文返済買注文

信用建玉一覧より返済買
いしたい建玉の｢返買｣をク
リックしてください。

■　トップページから　取引＞　国内株式＞　信用返済・現引現渡を選択します。
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ご注文内容に誤りがないか
をご確認いただき、｢注文発
注｣ボタンをクリックしてくだ
さい。

※ご注文内容を訂正する場合は、｢注文入力画面へ戻る｣ボタンをクリックしてください。

｢株数｣を確認し、｢価格｣、
｢期間｣を指定します。

取引パスワードを入力後、
｢注文確認画面へ｣ ボタン
をクリックしてください。

返済買注文返済買注文
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商号等：株式会社SBI証券(金融商品取引業者)

登録番号：関東財務局長(金商)第44号

加入協会：日本証券業協会、(社)金融先物取引業協会

ご注意事項ご注意事項

･ 株式の取引は、株価の変動等により損失が生じるおそれがあります。

･信用取引の委託保証金は、売買代金の33％以上で、かつ30万円以上が必要です。

･信用取引は、少額の委託保証金で多額の取引を行うことができることから、時として 多額の
損失が発生する可能性を有しています。

･信用取引の対象となっている株価の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、その損
失の額が、差し入れた委託保証金額を上回るおそれがあります。

・本資料はインターネット取引向けに作成しております。

・本案内に記載のセミナーでは、セミナーでご紹介する商品等の勧誘を行うことがあります。これら
の商品等へのご投資には、各商品等に所定の手数料等をご負担いただく場合があります。また、
各商品等には価格の変動等による損失を生じるおそれがあります。商品毎に手数料等およびリス
クは異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面や目論見書またはお客様向け資料をよ
くお読みください。

国内株式・信用取引


